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（百万円未満切捨て） 

１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第１四半期 5,379 ― 169 ― 179 ― 119 ― 

28年３月期第１四半期 ― ― ― ― ― ― ― ― 

（注） 包括利益    29年３月期第１四半期   118百万円（ ―％）  28年３月期第１四半期   ―百万円（ ―％） 

 

 

１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益  

 円   銭 円   銭 

29年３月期第１四半期 20.47 19.54 

28年３月期第１四半期 ― ― 

（注）当第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成 28 年３月期第１四半期の数値及び対前年同四半期増

減率については記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

29年３月期第１四半期 6,938 4,007 57.7 

28年３月期 ― ― ― 

（参考）自己資本    29年３月期第１四半期   4,005百万円      28年３月期   ―百万円 

（注）当第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成28年３月期の数値については記載しておりません。 

 

２．配当の状況 

 

年間配当金    

第 １ 四 半 期 末 第 ２ 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期 末 合 計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭    

28年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00    

29年３月期 ―        

29年３月期(予想)  0.00 ― 0.00 0.00    

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

第２四半期(累計) 10,700 ― 270 ― 280 ― 190 ― 32.77 

通  期 23,000 ― 820 ― 830 ― 580 ― 100.05 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無   ：無 

   当第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前年増減率は記載しておりません。 



 

 

※ 注記事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 29年３月期１Ｑ 6,145,248株 28年３月期 6,067,288株 

②  期末自己株式数 29年３月期１Ｑ 260,000株 28年３月期 270,000株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 29年３月期１Ｑ 5,858,398株 28年３月期１Ｑ 5,936,525株 

 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外でありますが、この四半期決算短

信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策等の効果もあり緩やかな景気回復基調で推移

したものの、個人消費におきましては、依然として先行きが不透明であり、お客様の選別の目が一段と厳しくなっ

てきております。 

 当社グループの主たる事業領域である安全性に配慮した食品業界を巡る動きとしては、中国産食品の安全性の問

題や異物混入問題、食品偽装問題など、食の安心・安全に関する消費者の意識は引き続き高い状況にあります。 

 ＥＣ業界を巡る動きとしては、大手ＥＣ事業者や大手流通企業が、引き続きネット・スーパー事業強化に取り組

む中で、一部ではネット・スーパー事業からの撤退を決める事業者も出るなど、競争環境に変化が見られます。 

 このような環境を背景に、当社グループでは成長市場である食品ＥＣ市場におけるOisixブランドの確立や、高

付加価値食品分野における独自性・競争優位性の確立に取り組んでまいりました。 

 具体的には、ＳＥＯ（Search Engine Optimization 検索エンジン最適化）・ＳＥＭ（Search Engine Marketing

検索エンジンマーケティング）の強化やFacebook等のＳＮＳを活用した顧客開拓、お客様の嗜好や属性に合わせた

Webページ作成による顧客転換率の向上を図るほか、イベント等を通じた対面での勧誘を強化することにより、主

力サービスである定期宅配サービス「おいしっくすくらぶ」への集客に引き続き注力いたしました。 

 また、「豊かな食生活を、できるだけ多くの人に」という企業理念の実現を加速させるため、平成28年４月より

ブランドロゴをリニューアルいたしました。これに合わせて、取り扱い商品のレシピ紹介や動画などを取り入れた

ビジュアル化の推進など、Ｗｅｂサイト（Oisix.com）内の売り場の進化に注力いたしました。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は5,379,819千円となりました。利益面では、営業利益は

169,891千円、経常利益は179,452千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は119,923千円となりました。 

 

 販売経路（事業区分）別の売上高については、次のとおりであります。 

 

［ＥＣ事業］ 

 インターネットを通じて主に食品・食材の直販を行うＥＣ事業においては、定期宅配サービス「おいしっくすく

らぶ」会員数が、前事業年度末（平成28年３月末）の111,036人から、当第１四半期連結会計期間末（平成28年６

月末）には118,124人へ増加しており、概ね計画通りに推移しております。 

 また、ワーキング・マザーなど忙しい女性の方向けに、安心・安全な献立が20分で完成するプレミアム時短サー

ビス「KitOisix」を毎週お届けする定期宅配コース「KitOisix献立コース」がサービス開始から３年を迎え、平成

28年６月には会員数が38,000人を超え、順調に推移しております。 

 このほか、お客様の購入単価向上のための取り組みとして開始した高付加価値ブランド食品を当社サイトにて取

り扱うサービス「Oiチカgourmet」を引き続き展開しております。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間におけるＥＣ事業の売上高は4,866,508千円となりました。 

 

［その他事業］ 

 ソリューション事業においては、「三越伊勢丹エムアイデリ」の物流サービス等の受託を契機とした当社が保有

するアセット・ノウハウを活用した三温度帯（冷凍・冷蔵・常温）の物流機能等を提供するサービスや、ＥＣ事業

の事業運営で培ったリピートマーケティング、Ｗｅｂサイトのユーザビリティ改善、新規顧客獲得などのノウハウ

を活用したサービス等のＥＣコンサルティングを展開しており、新規クライアントの開拓に注力しております。 

 また、店舗事業においては、小規模店の恵比寿店・中規模店の吉祥寺店に加え、他社が運営する実店舗型スー

パーにOisix専用コーナーを設ける「Shop in Shop」の取り組みが順調に拡大しており、当第１四半期連結会計期

間末（平成28年６月末）には26店舗を展開しております。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間におけるその他事業の売上高は513,311千円となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は6,938,793千円となりました。 

 流動資産は5,470,516千円となりました。主な内訳は、現金及び預金2,709,503千円、売掛金2,063,667千円であ

ります。 

 固定資産は1,468,276千円となりました。内訳は、有形固定資産483,435千円、無形固定資産617,515千円、投資

その他の資産367,326千円であります。 

 

 当第１四半期連結会計期間末における負債は2,931,582千円となりました。 

 流動負債は2,859,080千円となりました。主な内訳は、買掛金1,395,499千円、未払金1,087,443千円であります。 

 固定負債は72,501千円となりました。主な内訳は、資産除去債務69,694千円であります。 

 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は4,007,211千円となりました。主な内訳は、資本金924,116千円、

利益剰余金2,878,097千円であります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年７月28日付「連結決算開始に伴う連結業績予想に関するお知らせ」で公表いたしました第２四半期連結

累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。 

 なお、業績予想は当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結会計期間より、株式会社とくし丸の株式

を取得し子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

 （単位：千円）

 

当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 2,709,503 

売掛金 2,063,667 

商品及び製品 345,481 

仕掛品 5,282 

原材料及び貯蔵品 26,551 

未収入金 290,769 

その他 128,511 

貸倒引当金 △99,252 

流動資産合計 5,470,516 

固定資産  

有形固定資産 483,435 

無形固定資産  

のれん 112,623 

その他 504,891 

無形固定資産合計 617,515 

投資その他の資産 367,326 

固定資産合計 1,468,276 

資産合計 6,938,793 

負債の部  

流動負債  

買掛金 1,395,499 

未払金 1,087,443 

未払法人税等 58,350 

ポイント引当金 78,135 

その他 239,651 

流動負債合計 2,859,080 

固定負債  

資産除去債務 69,694 

その他 2,806 

固定負債合計 72,501 

負債合計 2,931,582 

純資産の部  

株主資本  

資本金 924,116 

資本剰余金 682,368 

利益剰余金 2,878,097 

自己株式 △477,360 

株主資本合計 4,007,222 

その他の包括利益累計額  

為替換算調整勘定 △1,330 

その他の包括利益累計額合計 △1,330 

非支配株主持分 1,319 

純資産合計 4,007,211 

負債純資産合計 6,938,793 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

 （単位：千円）

 

 当第１四半期連結累計期間 

(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

売上高 5,379,819 

売上原価 2,763,958 

売上総利益 2,615,861 

販売費及び一般管理費 2,445,969 

営業利益 169,891 

営業外収益  

受取利息 4 

受取配当金 4,230 

受取補償金 1,285 

持分法による投資利益 1,309 

その他 3,566 

営業外収益合計 10,395 

営業外費用  

支払利息 5 

株式交付費 356 

為替差損 463 

その他 8 

営業外費用合計 834 

経常利益 179,452 

税金等調整前四半期純利益 179,452 

法人税、住民税及び事業税 48,492 

法人税等調整額 11,035 

法人税等合計 59,528 

四半期純利益 119,923 

非支配株主に帰属する四半期純利益 - 

親会社株主に帰属する四半期純利益 119,923 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

 （単位：千円）

 

 当第１四半期連結累計期間 

(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 119,923 

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △1,330 

その他の包括利益合計 △1,330 

四半期包括利益 118,593 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 118,593 

非支配株主に係る四半期包括利益 - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

 当社の事業は消費者向けに主に食品の宅配を行うＥＣ事業とその他事業から構成されておりますが、ＥＣ事

業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれ

も90％を超えているため、ＥＣ事業以外の事業について重要性が乏しいことから、記載を省略しております。 

 

 


